
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 10月 3日   №1034 
 

発行所沼田市下久屋町 983  ☎23－1519 

井之川博幸議員活動地域版部内資料 

月日 年齢 性 職 業    症 状 

9/22 60代 男 無職 発熱、鼻汁、倦怠感 

 /27 40代 女 パート従業員 発熱.痰.鼻汁.咳.下痢 

 中央公民館の廃止の決定は前年度末に決められていましたが、市民・利

用者にとっては突然の出来事で、2020年度は、なぜ中央公民館を今廃止 

して除却をするのかという説明が利用者や市民に行われましたが、多くの

利用者・市民が納得できず、「中央公民館の存続を願う請願書」が 12月議 

会に提出されました。 

「7年前に 7,000万円以上で大規模改修を行ったばかりの中央公民館を 

廃止することはおかしい。」「市民の文化・芸術の殿堂がなくなる影響はと

ても大きく、納得がゆかない。」「高齢者

にとってとても使いやすい施設で、使用

料金も安く納得できる施設だった」など

たくさんの意見が寄せられた中央公民

館の突然の廃止は、納得できないことで

した。また、2年前の 3月頃、旧市役所

跡地に進出するルートインホテルから

中央公民館跡地を駐車場として利用で

きないか打診を受けていたことが明ら

かになっています。 

 

 

宣言は解除されま

したが、感染者は０

ではありません。 

 前年度は 3歳以上児の保育料の無料化が実現しましたが、2020年度は

保育料の完全無料化・副食費無料化や給食費の無料化など子育て支援施

策の前進がありませんでした。近隣町村や渋川市などの取り組みに大き

く遅れています。本市も少子化は急激に進んでおり、人口減少の大きな

原因ともなっています。少子化の克服は本市の将来のために最も大きな

課題です。子どもを産み・育てるための支援は最も大事な施策です。 

 本市の新生児数は、毎年 20人ほど減少しており、2019年が 240人で

す。2020年(未発表)はコロナ感染の影響で全国的に大幅に減少している

とのことなので、200人以下になるのではないかという予想ができます。

200人が平均 80歳まで生きたとして、人口は 1万 6千人です。 

 このほど、沼田市 

佐山町に民間会社に 

よって計画されてい 

る「一般廃棄物最終 

処分場」の建設に反 

対する近隣住民の人 

たちが、建設の許可 

を担当している群馬 

県廃棄物リサイクル課を訪ね、建設を許可しないよう要請する予

定(10月 1日)です。 

 反対の理由については、建設工事やその後のダンプカーによる

廃棄物運搬などでの佐山町の貴重な自然が破壊されることによ

る飲料水や農業用水の汚染問題、生活環境の破壊問題、観光農業

に対する風評被害問題などです。 

 この関係では、地元の意見が真っ二つに割れて、静かな村であ

った地域社会がギクシャクしているとともに、豊かな自然を求め

て移住してきた別荘地に住む人々にも問題が広がっています。  ９月議会に上之町区長から提出されていた「上之町地区にあ

る歴史的建造物周辺にトイレを新設する請願書」は、17日の経

済建設常任委員会で審査され、継続審査となりました。 

処分場建設が計画されている佐山町の里山 

在りし日の中央公民館 


